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付 記

造林都長

诳死顧制中材博士から別記の示唆匕と会御憲恩米、よせらiLfceささ匕 

行つ心豈林部の麻気坦者若打令会においてわ束日本に咲博し匕匿钵上刃 

确が、主な議題匕して匕りめけ、られえ択,今回中封•博士からよtrら们た 

黄堂な御慧鬼は、こんご弟:、々我万T苑を進めるうえて、 にいへん建寿にほる 

ちめ匕祐丸|ろれる。

本埸蜷林都で、は/ク冃ス々日、加贏、君川睥群長の舷•当ヨ在庁し比 

诵究員の参東を求め,中村擄士の御惹見を基として,現在実"宏中の诵芜 

の再認識に、こんご、この禾唆セど’のようにわ忆われの廁苑に浩か也でゆ 

くか«づEて議論を匕匕刀ゝわ也え。その結・果文村記し各也の卷若ヒした 

い。

なあ、,中村博士めは多ノト噸;辱状らズラ成 有狸,隻沐(晳蛍,更新、 

雇育/3、く公,)の臟にのべることとする。



(I)育種,阕係

/«北海违Xおける就木背建

カラマ、ソ桃鹿臼もっとも有望なむのの一つで、 あるかり北荊道. 

女湖で、実施中て、、はある.,さりに童岌的に葡兎を進_める去耍があろ

う〇

日本カラマツ,X 政、パカラマツ雜曲の,わ公团ーごの造:林成績?七 

ノムら:rしも明確ではないので,北典ま場で、実渔中の’デンマーク 

産雖程刀造林成績を諷査する』凶更もあろう〇

a本カラマツ,政、卅カラマツの混朝棲国の誕走全育程场で、計画 

守で丹るカら欧洲•ガラ・マッの竣茂クローンの•璋入匕略めえい。

2, カラマツの母樹・林は北海道へ

北滿道では、刀ラマツの徳実算令氷、若く,結襄童も多いように一 

搬ビいわ兌ている玩 ピ、の裡废の差興が、あるか調登してみ匕い〇

北海匱莲の夕未をつかって,内地で'造林した場合の成領:昆ついて 

再 はつ兰リした資羯ポ火いようで、めるひり 戚框のお藝はあるビ 

思われ乱 ドイツで、は,此痴宣産のタネば牆客をうびる匕の理由・ど, 

輸入衆止VC廷ったようそ、め％挤.東してXの我う匠差昊がある4.

・わわビて廂•死し化い。

3. カラマツの夭然雑租

カラマ、、ノとブ、イマ、、)の諭檀咚、木ス、、ミの害に牴砲座び、ある«スく 

匕お泪射飽には)こビな、ほぼ、應諷、さ札なようだ、から,宜焚・衣雜K 

4みタ木の大重生産を割画してむ父いで、あろう。
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をビい 同痔に,玄虱親匕しての逝照あるいはクローンYよる韻 

和桂,組合せ佬カ尊の差,福反友軽Vよる差,幾?種匆苗の識別法館 

の廚•宛を建め燧け仕ば、均・らない。

4.広葉摩の育框

広・紊剧の营痩カ払靈桂は認めており、カバ頫、ノ、、ノノヤ獗につい 

て或 小堤瘦な恭ら遜技、,京检を实宛中ごあるが,あ砒による「カ 

ノヾ類育瘦の生礎割査、」ぶ、日玄年度で終了す亿客,その成采二わビす、 

いて,さらに廂苑陰!扳大さ1しなこ匕・ろう〇

&導久資璽 ,

理任実施中・のテーダマッ産翅哉験のほか、ストロ・ーブ、マッ«つい

ご:6司鹿款験を就廁し化い〇

欧洲アカマツは、産地Xよる優劣、はおるとしても黄»存林の成績里 

みそ,産地就験を実檢するだけの届戚沃あるがビうか,疑向もある。

欧卅トウヒは,粗当成績のよい抹もあるので,萩心殮玄田间 し 

てみてむよいので、ほなし、が。 、

以).

(ID造林阕孫

/ 膏苗匕,ついて

カバ诲の眼苗哉験

カバ類をふくめ広•索胸の背苗默験を行うこ匕を枣讀さ化ている幻 

カパ,ノゝン q、ベマナ・ラシ凝については北満夏支场外漢苗の,5(洗 

<山田しまで3、く公)を行っており、Mヒコバハンノ无其把のノ、ン 

ノキ頼匕ついては赤浴誠險地で、も行っている。

なお,卑下蛟官によると.カバ渙の頂劳状冬奪枯死する琅獗W単 

ヒ苗木匕止まらずー搬豹枢牲箕のようそ、あるが、,それ厌漠芽た:、づで、 

氐く玄く下都宣で及ぶ匕きは造恭上善が、おおき1、という。

N・戛新•について

/ 曆製峡ゐ凰害新也の燈林威験

風害爛此に車林な行々な场合の植生の浅ル堂理恐しん 未床生 

慾夢的な知織の上にとらこのようほ隻林困難ほ此域の蚓林の実 

行y役主:てるぶラに禾唆さ北ているが,このこと(ついてはdし菴 

潘京場沢屑雲映麗タテ济に哉験地を我伏 進耕M微の痙生の及此 

zの卸株:を河宛4で、ある。地诲方火Xル後勿植生の箋止には痔に 

吏巻を公け・ていなかつにポ,この点,につい瓦 桶・せて検睛しく吋 

ビうであううか。

なお皆戒後、湿近,匕して湿好物が、沐泡会占有して芝比場合・ 

こ亿を酩徐する方点を考寮するように匕の寇更が、みう松作來,車 

卞技皆によると,成東をあげる方法を更次すこ匕は旅めて困發の 

よう"〇、ある。しかし、前生林の取扱い万法をふくめ媛討を婁する

<タ)



大切な片斑:であろラ。

言厂な史における燈林あ痙か委妄は豆爨・な岡適で、おり、火海觐支 

场で、Q'、寿款亮別による槌我疋•卷クのテーマで、、また内価の各・支 

场で、•む童々刃テーマで、亜蕎山地雑の燈冰裁験を籽っている米、い 

つy歩その堂耍桂を熟緻しえ〇

まえ、層裴峡刀弑験規模の木十分なことを逑ベ、ている水/これ 

技也の試験についても同樣て、、あって,現此適・用號験類似の諸・々の 

試験のあり方yついでは、瓊在の乎解•及衣人剪、の卞て、、成 域本的 

に考え后:げ札ば咬は不可弛ごあうう。

/Z 力ノヾ類の遊林裁瞼

财に”バ類の造林羨験とぶ旳ざヨしていない米水海渣女湯•木曾 

分场筮で宼父林の就験:,亜商山带の造林など、で:琅扱っている。 

その確カノヾの盤林ヒついての賞料を整えればよいて、あろラ。

//Zトド、マツの痘林款験

卜R・マ、、ノの養林地ほ新くー共舀の林状’间族に入った程履で、、 き 

わ均て厂凍カ、•浅いカ〔、、威人适林に拝い、-んご急激に広カ::ること 

ほ羽らかて、 わる.中村隋土は彼未の不・版績を売服す"ためには、 

まづー否にな療させ・るニ匕な’角、覆でわり、我浅の試穢な絃うよ 

うに、夏字艺旧てI、る。傅土の指痛さ机ていると二ろの、いままV'' 

造林、薩の使・卩約わたわ觞刘で、 世ん当りユo。。本内外の植萩な竹った 

二日二君しては、就に営林届て、 反皆し、植松<本書攵Iゴ3〃つ"氷、む宛 

瘴とし、 皮尊にJhじては全刘地悟を彳亍う二ヒZ)、造林暮葉オ針哲二 

明記之0!、・てI)る。(ノ財し幌眉Iゴう、如。本植丿

またうっづ。本植で、十分であるか匕うかについても挨討を委寸る 

とこ3「うるカ:'•逐状でに諸裡つ制、灼｝二よって3〃"ひ木植在兒冬 

に行うニ•しか0いつは。いの様にだはnる。即ち本救のい加、地 

搶の改善Iゴ県験よりもわ政の同題切して解沃玄ビまられてし)るよ 

うに阳・七る"

那状應誤については吏埸で、為手したカ;、、二んこ、、土の種の弑皎よ 

斑及弑發、庄產横堡の調資と併行［"、唳攻行枠nる兜ふで、めな,

はち'傳土 q指摘された試癥地ガ规挨刀」)ゝさい二匕、道汗r政の少 

い二ビ、厂よビ・の解決オ灯貝①頂ぐのベ:た瓯リで、おる・

IV・アカマ''ノ t)适林・験

アカマ、、ノ又釈更新の際に钮樹さ残す万液の再検討を殍翟さAC 

しヽゐび、日下東北艾場・て••斯究在計曲中至める•人工燈桃・の植・栽本 

孩刀冏題口既に域キした 保名形式|二阕する一正の浙究でほとん匕・ 

解明・ざirt・るeわろら.,

笑た天滝更新の埸各』人工植殺の埸る切の成せ故敖匕放長匕ハ 

腐係は•前昌んのイ永育形麦比蚊试験地ビ、 隣摄し点大然受新地とで、 

比輟出京る二と力、逆月の打合会て、蒲題匕のIまつた・二人二•その笑 

行,さ法について集なわるノ史、耍つ、.わゐ・

V.アカマ、、)かカラマ、、ノか

ナカマ、、ノカ、カラ天、Vより成長のよい場合'Iコ罔區なくアカス、、)心 

植穀玄灯うべきて'•おろら’中対柳士の指摘さ風とkうI二、カラマ 

、、メカ、・ブカマ、、｝よ〇造!林敬績力;’よい場用で、、 経渚・上の立場カ'丹アカ 

マ、ノ匕カラマツを泄爻ざーる二七刀、’砌・死の対衆になるのけでわる 

は、中村傳士.の惹兜・芥为にして、 弑談の万法についてはなお検 

討な加た刀バ耍カ;める・

く刀



VI.主零針紫樹に肥羿本の混文

衆坨克埸及公赤沼誕犊地ては、 アカマ、、ノ林!二对しく行ってきて 

いる加.’本・早よリスザ匕肥料木の泛値え赤;沼試験地ではじめた, 

しはらく!,11^の奇兑友遊礎.その効果を観察する2 V U Lたい“ 

VIIコベノママノ、ンノキの匱林.散験

ー 衆圮支場及ひ,杖沼狱験地て行っている,月巳えた］!尚地还次畏Q' 

好し、樹理史虏えJWIみZjで,中対鹿士の禾坡玄よ<検訂して、- 

ん::、刀商灾.丢すすめみべきでーめろう"

vn多雪地稔の性林

参驾地帯の借林3さめめて園題カ、多く、ほヒん匕恭解決•诺ある。 

山影分侵j&めけ・て多雪地の•林菜試験一本にしほ•リ多角的に弑發を 

彳亍う二z I二厂より、娘次浙画ますすめてし、る.ニニュも人の回題そ 

の他でかなりむつかしい海口あるカ;',博土の惹危あ族あにしてほ 

一歩蔻突に葡兇表すすめてV万<二上か建生しL、.

3:保育I二つし、て

/«保育形武比較弑腴

二の顕:験・地の慧宏、二ん二・の间題点な均二つし)ては、 青蔽友場 

の研兜によりノ。Z号にく,わし<のべてある衣、推椅.’音理匕つい 

ては万全を期しなし、。なおニZ)鼠瑜の鼓終調険は3す肆の後に巨 

み"、二皿玄诵足すゐ慧塚そ、祐存Z)林匕っし)て保管形六爛發 

杓よな・生彥揖性/)研兜を彳亍っており、部分飴に"頂次攻米の取り 

健かa 4!っていゐ。二ん二“二の方針やすすめは•よいであろら。

ii、北寄Wの间/戈沃腴

卜！<,マッ、カラマ、、ノは匕について間/戈の経験•刀『丁 くなく、技術 

<巧

な吾及していなし)二工は、亙林の屁も火成い匕わやむ!.え洪!かつ 

たカ、、、現在史煬の経営疝で、骈兒ヒ指岑さ彳亍フこいる,间茂垢算わ 

度示炼の設肥なビも蛔な施聚k対わ机るヨ、L二｝1I崎、區方・め何 

政担•当梭肉Wイ亍わ取る七うごめるづら、そお炒合'便術上の砲談r 

のる刀农贋当でめろう,

ill•犬無林の促育

拡大隹林刀、テ定ビおり噬•行しても大探秋の建装刀、'穴りれるもの 

でない二杞は朗らかで、' P冃の打合会においても童渗誅題として 

取リあげ’にところである。エゾマ 、ソ、トドマッについては除戒同 

鬆もぶくめて兆嘲追亥埸で、“、ブカマッについては '浪北,支诿で、、玉 

丘アカマッ天、熟生林の斜父につい.ては本場で、 それそ炊斷兜計画 

k検討:中でカろから•その<4Tままち3于屏及映廣の臭冇計画に 

のせわ。'その他の樹種につ5ては,当分の)司的しい牡画口宼合せ 

成未Z)藻發地のうら稼硬:の価值・打るものにっし、て爾児夜継続する.
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